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▲婦人会による「毒団子」づくりの記録（昭
和 33年）／『下米田町婦人会アルバム』
より

▲『牧野公民館落成式次第（昭和 33年）』

「まちの営みの場としての公民館」
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　婦人会や青年団の動きが活発になる中で、その拠点としての公民
館建設の機運が各地で高まり、昭和 29年に美濃加茂市公民館条例
が制定されました。市制施行後初の建設となった牧野公民館では、
昭和 30年 4月の竣工式で伝統芸能である獅子芝居が上演され、そ
の完成が盛大に祝われました。これを皮切りとして古井、加茂野駅
前など多彩な行事に対応できるさまざまな設備が整えられた公民館
が誕生し、人々に密着したまちの中核として利用されていきました。

Pick Up

▲『いそしみ』4、6～ 8号／市連
　合婦人会発行（昭和 33～ 37年）


